
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

勝浦中学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【小中連携または中高連携における共通の取組】 【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進
（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

５月 ６月

次年度における改善事項
　今日学んだことを家で復習させることができる課
題や，セミナーによる家庭学習の方法を工夫する
などが効果的であると考える。また，目標に達して
いない生徒に対し，放課後の指導は教員と生徒
双方に負担があり，振り返りの時間の活用や指導
方法の工夫により，授業時間内に達成感が得ら
れるように授業のあり方自体を改善していけるとよ
い。

自分の考えや意見を自分の言葉で相手にわかり
やすく伝える力が充分ではないので，引き続き帰
りの会での1分間スピーチなどで，テーマに沿って
自分の考えをまとめて原稿を書き，発表する活動
をより充実させることも効果があると考える。授業
では，ワークシートの自分の考えを記述する部分
を充実させ，グループ学習などの際には，それら
を基に学習後の振り返りの話し合い活動の時間を
設けるなど，言語活動の機会を増やすことも必要
であると考える。

次年度における改善事項

①学活の時間を利用し，クラスで図書館を利用する
　機会を増やせた。しかし，読む生徒と読まない生徒
　の二極化が激しく，年間通して教室後方の本棚に
　ある本もあまり入れ替わっていなかった。
②本時の目標を先に提示し，めあてに沿って学習が
　進められたが時間が足りずに予定した通りに終われ
　ないこともあった。
③ALTのサポートもあり，英検等を受ける意義を伝え
　ることはできたが，積極的な支援は行えなかった。

　読書活動の活性化には，生徒の自主性にすべ
て任せるのではなく，意図的に読書をする時間を
教師が積極的に設けることも必要である。また，既
存の図書委員会に働きかけ，教室の本の入れ替
えやPR活動をより積極的に行わせることも必要で
あると考えられる。また，教科や単元の内容にも依
るが，発展的学習として，生徒の興味関心に基づ
き，課題を自ら設定し，追求したことを発表するな
ど，課題追求型学習などを実施することも効果的
だと考える。

次年度における改善事項

８月 ３月 ４月１月 ２月

達成状況（評価）

　ボランティアの方による読み聞か
せを行い，読書に親しむきっかけを
つくる。読み聞かせを通して，物語
の世界観や登場人物の生き方等に
共感できるように，配慮する。積極的
な言葉がけを通して，豊かな情操や
向上心を養うことや，進んで各種検
定を受検しようとする空気の醸成を
図る。

１０月

①授業始まりの5分間ドリルをほぼ毎回実施できた教
　科もあり，正答率7割をほぼ達成できた。ただ，授業
　で振り返りの時間を毎回とることはできなかった。
②ほとんどの教科で，こまめに課題を出せた。ただ，
　未提出等の生徒への対応が充分できなかった。
③昼休みが短く，また放課後は部活動等もあり，残
  して個別指導を行うことが難しく，プリント学習などの
　際に巡視し，個別に指導するにとどまった。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し

○生徒間の人間関係が良好であり，落ち着いた
　学習環境が整っているため，学力を身につけ
　やすい状態にある。授業には真面目に取り組
　む生徒が多い。見通しがはっきりしている活動
　には意欲的に取り組むことができる。

●学習に対して粘り強く取り組むことが難しい生
　徒も一定数おり，基礎・基本の内容の定着具
　合に課題がある。

①授業に意欲的に取り組み，授業の中で知識・
　技能の向上を図ろうと努力する。

②授業や家庭学習に粘り強く取り組むことで，
　基礎的・基本的な知識・技能を身につけること
　ができる。

①授業のまとめや振り返りの充実を図る。

②課題をこまめに出し，確認・指導をする。

③課題を自力で取り組むことが難しい生徒には
　放課後の個別指導を工夫し，全員に達成感が
　得られるように指導する。

　授業始めの振り返りドリルや，単元
毎のまとめのプリントや小テスト等で
復習の習慣を定常化し，知識理解
の底上げを図る。小単元終了毎に
宿題の課題を出し，家庭での学習を
充実させる。提出状況をこまめに
チェックし，達成度や家庭学習が不
十分な生徒についは励ましの言葉
がけや個別の指導を工夫する。

○積極的に自分の考えを表現しようと努める生
　徒が多い。生徒の多くは明るくまじめで，話し
　手の考えを素直な心で受け止めて，一生懸命
　に聞くことができる。

●話し手の考えを一生懸命に聞くことはできる
　が，考えを受けて感じたことを表現したり，質
　問をしたりするような言葉のキャッチボールが
　できるような状態には至っていない。自分で物
　事を考えていく力に課題を感じる。

①情報や知識を自分で整理し,自分の考えをも
　つことができる。

②相手に自分の考えを説明したり，相手の考え
　を引き出したりすることができる。

①教材研究において，考える・話す活動を意図
　的に取り入れる工夫をする。

②授業の中でペア学習やグループ学習などに
　よる教え合い学習をタブレットコンピュータを効
　果的に活用し，効率を上げる。

③授業や学活等でスピーチを積極的に取り入
　れ，原稿を書かせた後，自分の言葉で発表さ
　せる。

　ワークシート等の工夫をし，グルー
プ内での話し合い活動を通して，自
己の考えを筋道立てて整理し，積極
的に自分の意見を発表する場面や
機会を多く設定していく。また，コロ
ナウィルス感染症対策を行い,密に
ならない環境に工夫する。

①ペア学習や考えを話す活動を多く取り入れることが
　できた。また，話し合い活動を取り入れた学習ではリ
　ーダーを設定し，話し合い活動の活性化を図ること
　ができた。
②授業の中で積極的にタブレットコンピュータを活用
　し，グループ学習の発表などでも活用する場面が
　増えてきている。しかし，体育館等ではネット環境
　の問題もあり，積極的に活用できなかった。
③人権課題の調べ学習や人権作文発表会などでは
　原稿を書き，自分の言葉で発表できた。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

１１月 １２月

一人一人の子どもを大切にしたわかる授業づくり
～　タブレットコンピュータの効果的な活用　～ 田内　照男

校　　  長　高橋  　明   教　   頭　高田 修作
教務主任　鎌田 明美　 １年主任　野上 昌志
２年 主任　田内 照男　 ３年主任　松田 尭人

図書館活用による学びを広げる読書活動　　タブレットを有効的に活用した授業の工夫 　教員同士の授業参観を積極的に行い，取り組み状況の把握を行う。

３月 ４月 ５月 ７月 ９月

○様々な課題に対して主体的に取り組む生徒
　が多い。また，まじめに頑張り成長したいという
　想いをもっている生徒が多い。

●自ら課題を持ち授業に臨んだり，主体的に解
　決しようとする生徒が少ない。

①読書の意義を理解し，自主的に読書をするこ
　とができる。

②授業において，めあてに関心をもち，意欲的
　に取り組むことができる。

③家庭学習において，計画性をもって学習に取
　り組むことができる。

①読書の意義を伝える。また，各教室の後ろの
　本棚を活用し，自然と読書に関心が向くように
　する。

②授業の最初にめあてと流れなどを説明し,学
　習の見通しをもって臨ませる。

③英検などの検定を奨励し，受ける意義を伝え
　た上で積極的に受検できるよう支援する。

高橋　明
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